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 論文審査の結果の要旨
 白石建雄提出の論文は秋田県北半の日本海沿岸に発達した平野の構成層の調査結果にもとづ
 いて,この地域の表層地質と地形の形成過程を論じたものである。著者は平野周辺の基盤地質
 を概観した上で,平野の形成が更新世中期以降進行したものと考え,能代・八郎潟(干拓地)・
 秋田の各平野と,一それらの間の能代・天王砂丘地および八郎潟西方の男鹿半島の地表・地下に
 わたる第四系の層序・層相とくに堆積帽・含有化石,古土壌・地形と地層の変形・考古遺蹟の
 分布などを調査し,平野・砂丘地の発達に関与した海面変化・気候変化・後背地の火山活動・
 河川流路と海岸線の変遷・潮流の影響,植生と人類の活動・地盤変動などの諸項目につも〉て検
 討し,海岸平野の形成史を総括した。
 臨海平野地域の地史における主要な支配要素である,後期更新世・完新世の海面変化・砂丘
 発達過程・八郎潟の内湾から湖への変化・砂丘の構造と介在する古土壌から見た風力の増減な
 どについては特に詳細に議論している。
 その結果,秋田臨海平野の基盤形態は後期更新世にほぼ成立し,細部の形成は約6千年前以
 降の海面変化と地盤運動の強い影響の下で進行し,能代・天王両砂丘地の対照的な配列,およ
 び能代・秋田両平野と八郎潟の示差的な発達状態はいづれも地盤運動によること,とくに八郎
 潟沖積層の堆積は海面変化の影響を直接受けることなく,沈降を続けた凹地の埋積と砂州・砂
 丘の発達による水域の変遷を強く反映していることを明らかにした。
 以上の成果は著者が自立して研究活動を行うに要する高度の研究能力と学識を有することを
 示している。よって白石建雄提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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